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富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
脇
本
恭
成
会
長
）
と
同
女
性
部
連
合
会
（
徳
永
た
つ
子
会
長
）
の
平
成

二
十
六
年
度
通
常
総
会
が
四
月
二
十
五
日
、
県
下
の
両
部
員
約
百
三
十
名
が
出
席
の
も
と
、
県
中
小
企
業
研
修
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

２　新入社員研修会　他
３　春の叙勲　他
４　元気とやまきときとトピックス　他
５　北陸新幹線カウントダウン　他
６～７　富山県中小企業大学校コース案内
８　とやまフレンドリー企業募集　他

女
性
部
連
合
会
総
会

　

徳
永
会
長
が
、
昨
年
度
開
催
さ

れ
た
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
運
営

等
へ
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、
部
員
同
士
の
交
流
を

図
り
な
が
ら
県
下
女
性
部
が
一
丸

と
な
り
本
年
度
の
事
業
を
進
め
る

た
め
に
も
さ
ら
な
る
支
援
を
お
願

い
し
た
い
と
挨
拶
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
計
画

で
は
、
組
織
強
化
事
業
や
地
域
振

興
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
計

画
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
理
事

の
辞
任
に
と
も
な
い
、
新
た
に
小

矢
部
市
商
工
会
女
性
部
の
坂
田
睦

子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た
。

青
年
部
連
合
会
総
会

　

脇
本
会
長
は
二
十
五
年
度
に
実

施
し
た
県
青
連
事
業
の
運
営
協

力
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
述
べ
、

二
十
六
年
度
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
に
事
業
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
挨
拶
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
に
加
え
、
青
年
経
営
者

と
し
て
の
資
質
向
上
や
部
員
増
強
、

交
流
の
場
の
創
出
な
ど
を
重
点
目

標
と
し
た
平
成
二
十
六
年
度
事
業

計
画
等
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

議
事
終
了
後
、上
野
幸
樹
さ
ん
（
入

善
町
）、
長
木
一
徳
さ
ん
（
富
山
市

北
）、
山
口
克
次
さ
ん
（
高
岡
市
）、

宮
窪
大
作
さ
ん（
庄
川
町
）に
対
し
、

柳
川
賞
が
授
与
が
さ
れ
た
。

商工
春
秋
自
社
に
は
経
営

計
画
は
あ
り
ま

す
か
。
経
営
計
画
は
経
営

の
羅
針
盤
と
も
い
え
ま
す
。
変
化

の
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
自
社

の
経
営
計
画
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。

経
営
計
画
の
あ
る
事
業
所
は
進
む

べ
き
方
向
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る

の
で
「
迷
い
」
が
生
じ
ま
せ
ん
。

▼
目
指
す
べ
き
方
向
が
な
く
、
右

往
左
往
し
な
が
ら
で
は
歴
然
と
し

て
差
が
ひ
ら
き
ま
す
。
で
も
「
経

営
計
画
」
っ
て
何
‥
と
重
要
に
も

関
わ
ら
ず
、
答
え
が
小
規
模
事
業

者
に
は
多
い
の
が
現
実
で
す
。

▼
そ
ん
な
小
規
模
事
業
者
の
た
め

に
、
と
っ
て
お
き
の
補
助
金
（
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
）
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。チ
ラ
シ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
店
舗

レ
イ
ア
ウ
ト
改
善
等
に
使
え
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
ぜ
ひ
自
社
の
進
む
べ

き
目
標
を
決
め
経
営
計
画
に
基
づ

く
経
営
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

▼
実
現
の
可
能
性
が
高
い
事
業
計

画
の
立
案
に
中
小
企
業
診
断
士
等

の
専
門
家
の
先
生
の
無
料
ア
ド
バ

イ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る
強
い

味
方
（
補
助
金
）
を
有
効
的
に
活

用
し
ま
せ
ん
か
。

「フレッシュな気持ちで
青年部活動に取り組みたい」
と挨拶をする脇本会長

「女性部の魅力を活かし
元気に地域に貢献したい」
と挨拶をする徳永会長

　

総
会
終
了
後
、
同
セ
ン
タ
ー
二

階
大
ホ
ー
ル
に
て
青
年
部
・
女
性

部
合
同
総
会
が
開
か
れ
、
来
賓
の

佐
野
富
山
県
商
工
労
働
部
長
、
池

田
県
商
工
会
連
合
会
専
務
理
事
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
後
、
懇
親
会
に
入
り
来

賓
を
交
え
て
両
部
員
が
和
や
か
に

日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
語
り
合
い

交
流
を
深
め
た
。

平
成
二
十
六
年
度

「
青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
総
会
」を
開
催
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組
織
の
中
で
活
躍
す
る
た
め
に

習
得
す
べ
き
基
本
マ
ナ
ー
・
常
識
を
学
ぶ
　

�����������������������������������������������������

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

■
本
事
業
の
趣
旨
・
内
容

　

富
山
県
で
は
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
す
る
企
業
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
採
用
に
関
心
が
あ
る
企
業
を
対
象

と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
採
用

活
動
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
採
用
後
の
育

成
な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
及
び
、

企
業
担
当
者
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
の
交
流
座

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
開
催
日
時
・
場
所

採
用
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
座
談
会

日
時
：
六
月
十
一
日
（
水
）  

場
所
：
富
山
国
際
会
議
場

（
富
山
市
大
手
町
一—

二
）

外
国
人
留
学
生
採
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

13
：
00
〜
13
：
45

日
本
人
留
学
生
採
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

14
：
00
〜
14
：
45

留
学
生
と
の
交
流
座
談
会 　
　
　

　

15
：
00
〜
16
：
30

■
お
問
い
合
わ
せ
先

主
催
：

　

富
山
県
商
工
労
働
部
労
働
雇
用
課

　

電
話
〇
七
六—

四
四
四—

八
八
九
七

運
営
事
務
局
：

　

㈱
マ
イ
ナ
ビ
富
山
営
業
所

　

電
話
〇
七
六—

四
四
二—

一
八
六
〇

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
活
用
促
進
事
業
」

企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
・

交
流
座
談
会
の
開
催
案
内

　
商
工
会
連
合
会
で
は
、
四
月
四
日
（
金
）
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
入
社
員
が
企
業
人
・
組

織
人
と
し
て
の
基
本
姿
勢
や
マ
ナ
ー
・
心
構
え
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
等
を
学
習
し
、
そ
の
資
質

向
上
を
図
り
、
即
戦
力
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
入
社
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
県
内
企
業
お
よ
び
商
工
会
か
ら
入
社
三
年
以
内
の
社
員
を
含
む
三
十
五
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

研
修
会
は
全
体
で
二
講
座
設
け

ら
れ
た
。
午
前
中
は
、
㈱
ビ
ジ
ネ
ス

平
成
二
十
六
年
度
新
入
社
員
研
修
会
開
催

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
師
金
築
俊
明

氏
か
ら「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
基
本
編
」

と
題
し
て
学
生
と
社
会
人

の
違
い
、
社
会
人
と
し
て

の
学
習
の
仕
方
、
外
見
、

態
度
行
動
、
話
し
方
、
話

の
構
成
に
つ
い
て
参
加
者

が
実
際
に
会
話
を
交
わ
し

な
が
ら
行
わ
れ
た
。
午
後

か
ら
の
一
講
座
目
は
、
㈱

ワ
ー
ル
ド
リ
ー
・
デ
ザ
イ

ン
の
代
表
取
締
役
明
石
あ

お
い
氏
を
講
師
と
し
て
迎

え
た
。

明
石
氏
は
、「
富
山
で

働
く
と
い
う
こ
と　

～
私

の
愛
す
る
富
山
と
人
々
～
」

と
題
し
て
、
自
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
携
わ
っ
た
体
験

を
も
と
に
、
富
山
で
働
く

こ
と
の
意
義
、
富
山
人
の
お
も
て
な

し
の
心
、
富
山
の
最
大
の
魅
力
は
自

然
の
恵
み
に
満
た
さ
れ
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
に
あ
る
と
語

り
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
活
か
し
て

組
織
で
活
躍
す
る
大
切
さ
を
語
っ

た
。二

講
座
目
は
、
引
き
続
き
金
築
氏

に
よ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
演
習
編
」

と
題
し
て
、
電
話
応
対
や
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
、
話
の
論
理
的
構
成
に
つ
い
て

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
中
心
に
体
得

し
た
。

参
加
者
は
講
義
終
了
後
、
レ
ポ
ー

ト
を
記
入
提
出
し
た
。「
相
手
に
好

感
を
与
え
る
笑
顔
で
明
る
く
接
客

を
し
た
い
。
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
積
極

的
に
行
動
し
て
い
き
た
い
」

と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

新入社員研修会の様子
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多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

ISO14001  認証取得

ISO 9001  認証取得

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

中
小
企
業
景
況
情
報
　
一
月
～
三
月
期

　

県
連
合
会
が
ま
と
め
た
一
月
～

三
月
期
の
景
気
動
向
調
査
に
よ
る

と
、
本
県
商
工
会
地
区
の
中
小

企
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
（「
好
転
」

―
「
悪
化
」
企
業
割
合
の
差
）
は
、

前
回
調
査
（
平
成
二
五
年
十
月
～

十
二
月
期
）
に
比
べ
七
・
三
ポ
イ

ン
ト
悪
化
し
△
十
八
・
四
と
な
っ

た
。
業
種
別
で
は
製
造
業
が
三
・

五
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の
三
・
四
、
建

設
業
が
二
十
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
悪

中
小
企
業
の
景
況
は
前
期
比
、製
造
業
、建
設
業
、

小
売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
の
全
業
種
で
悪
化
し
た
。

化
の
0
・
0
、
小
売
業
が
七
・
六

ポ
イ
ン
ト
悪
化
の
△
三
十
五
・
一
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
五
・
七
ポ
イ
ン
ト

悪
化
の
△
二
十
五
・
〇
と
全
て
の

業
種
で
悪
化
し
た
。

　

来
期
は
当
期
と
比
較
し
全
体

で
四
・
六
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の
△

二
十
三
・
〇
を
予
想
し
て
い
る
。

小
売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
で
好
転
を
、

製
造
業
、
建
設
業
は
悪
化
を
予
想

し
て
い
る
。

晴
れ
の
栄
誉
に
輝
く
春
の
叙
勲

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長

富
山
県
商
工
会
連
合
会
会
長

石 

澤 

義 
文 
氏

朝
日
町
商
工
会
会
長

大 

井 

裕 

久 

氏

旭
日
重
光
章

旭
日
双
光
章

　

石
澤
会
長
は
、
平
成
二
十
一
年
の

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
就
任
以

降
、
小
規
模
企
業
政
策
の
拡
充
等
を

積
極
的
に
展
開
し
た
。
特
に
小
規
模

企
業
の
支
援
に
特
化
し
た
法
律
の
制

定
を
国
等
に
提
案
し
、
国
の
「
小
規

模
企
業
基
本
政
策
小
委
員
会
」
の
委

員
長
に
就
任
し
、
新
法
制
定
に
向
け

た
議
論
を
と
り
ま
と
め
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
発
生
の
際
に
は
い
ち

早
く
全
国
の
商
工
会
に
義
援
金
を
呼

び
か
け
被
災
地
復
興
支
援
に
尽
力
。

一
方
、
県
連
合
会
長
と
し
て
も
商
工

会
組
織
再
編
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
最
近
で
は
北
陸
新
幹
線
開

業
効
果
を
捉
え
る
事
業
を
推
進
。
こ

れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受

章
と
な
っ
た
。

　

大
井
会
長
は
、
朝
日
町
商
工
会
に

お
い
て
四
十
三
余
年
の
長
き
に
わ
た

り
商
工
会
の
組
織
運
営
に
尽
力
し
、

地
域
の
商
工
業
の
振
興
並
び
に
活
性

化
に
邁
心
さ
れ
た
。
ま
た
、「
あ
さ

ひ
商
品
券
」
事
業
を
新
規
に
導
入
し

町
内
の
商
業
振
興
に
大
き
く
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
維
持
活
動
に
早
く
か
ら
注
目
し

「
あ
っ
た
か
あ
さ
ひ
事
業
」
を
実
施
。

交
流
人
口
の
拡
大
や
観
光
振
興
、
伝

統
文
化
の
維
持
等
を
図
っ
た
。
県
連

合
会
理
事
と
し
て
も
十
一
年
間
余
各

種
事
業
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
。
こ

れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受

章
と
な
っ
た
。

全国商工会連合会会長
富山県商工会連合会会長
石澤義文氏

朝日町商工会会長
大井裕久氏
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経営改善・事業再生に取り組む方に

経 営 力 強 化 保 証
事 業 再 生 計 画 実 施 関 連 保 証

（ 経 営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）
事 業 再 生 保 証
事 業 再 生 円 滑 化 関 連 保 証

北陸新幹線開業PRの
マスコットキャラ
「きときと君」

美味しい富山米を消費者に届けよう！
「５月 15日を中心とした田植え」

にご協力を

持
じ

続
ぞく

化
か

補助金
2次募集受付中！

消費税に関する
ご相談は商工会へ

出品事業者募集中 !
地域の産品をネットで販売
ニッポンセレクト .com

４月14日に第一次締切り分86件の審
査会が行われた。引き続き公募が行われ、第
二次締切りは５月27日（火）で多数の応募が期
待される。商工会では当事業の活用セミナーと個別
相談会を計画中！小規模事業者のみなさん、これを
チャンスに販路拡大・売上増加に向けて是非トライし
ましょう！　補助率３分の２、補助上限50万円

例：チラシ作成、広告宣伝、
店舗改装、商談会参加、
ホームページ作成、新商
品開発など。
最寄りの商工会へご
相談ください。

４月10日（木）ＪＡ富山中央会の穴田会長
や県の小林農業水産部次長が当連合会を訪れ、
５月15日を中心とした田植えを円滑に推進できる
よう兼業農家の休暇取得に配慮を求める要請文が手
渡されました。富山県米作改良対策本部では、近年
の高温傾向に対応した米の品質向上対策として、平
成15年以降、コシヒカリの「５月15日を中心と
した田植え」に取り組んでいるところです。米づ
くりの大半を兼業農家が占める本県では、こ
の取組みを円滑に推進するため、企業経
営者の方々の理解と協力を得ること
が重要と考えています。

　4月1日から消費税が５％から８％
に引き上げられました。政府は、公正取
引委員会や経済産業省の転嫁Gメンによる
価格転嫁拒否行為の監視体制を強化し、違反行
為の取締り、是正に力を入れています。商工会
では、相談窓口を開設し事業者の皆様のご相談
に応じているほか、講習会の実施、専門家に
よる経営指導などにより、消費税の円滑か
つ適正な価格転嫁を支援しています。
お気軽にご相談ください。

　全国連では、地元の地域資源等を活
用した地域の名品や逸品を各地の商工会が
選りすぐった特産品等を集めたインターネット
ショッピングサイト「ニッポンセレクト .com」
を開設しました。
　出品は原則無料であるほか、専門のカメラマン
による商品撮影、クレジット決済・代金回収等の
代行業務、商品ＰＲの販促活動のサービスも無
償で受けられるなど多くのメリットがあり
ます。（審査があります）

http://www.nipponselect.com/
ニッポンセレクト.com

1 次審査会の様子
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今
回
は
各
社
の
経
営
戦
略
の
具

体
的
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
第
二
回
中
小
企
業
「
元
気
と
や

ま
賞
」
の
受
賞
企
業
の
場
合

㈱
石
金
精
機
（
富
山
市
）、
従
来

の
部
品
製
造
技
術
を
生
か
し
平
成

二
十
五
年
に
航
空
宇
宙
産
業
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
認
証
を

取
得
し
て
大
手
航
空
機
メ
ー
カ
ー

か
ら
も
受
注
、
さ
ら
な
る
加
工
技

術
の
向
上
に
取
組
ん
で
い
る
。

㈱
ワ
コ
ー
テ
ッ
ク
（
高
岡
市
）、
従

業
員
十
名
の
企
業
、
高
機
能
、
高

品
質
、
低
価
格
の
「
静
電
容
量
型

六
軸
力
覚
セ
ン
サ
」
を
開
発
。
力

覚
セ
ン
サ
の
業
界
で
三
年
以
内
に

世
界
シ
ェ
ア
一
位
を
目
指
す
。

㈱
ク
リ
ア
（
射
水
市
）、
一・
六
年

で
投
資
額
が
回
収
で
き
る
水
道
節

水
器
「
エ
コ
」
を
開
発
。
首
都
圏

の
学
校
等
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
渇
水
対
策
に
悩
む
自
治

体
や
水
道
使
用
量
の
多
い
学
校
、

病
院
等
へ
の
販
路
拡
大
を
目
指
す
。

●
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ

　（
生
活
関
連
品
メ
ー
カ
ー
）

　

現
社
長
が
十
九
歳
の
時
、
従
業

員
五
名
の
町
工
場
を
継
ぐ
。
脱
下

請
を
掲
げ
て
メ
ー
カ
ー
に
転
身
。

・
企
業
理
念
、「
い
か
な
る
時
代
環

境
に
お
い
て
も
利
益
の
出
せ
る

仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
」

・
経
営
戦
略

⑴　

顧
客
の
代
表
に
な
っ
て
顧
客

目
線
で
新
商
品
を
開
発
。
新
商

品
（
発
売
か
ら
三
年
以
内
）
の

比
率
六
〇
％
以
上
を
目
指
す
。

⑵　

新
商
品
は
①
自
社
の
強
み
②

将
来
性
③
顧
客
へ
の
付
加
価
値

提
供
④
競
合
の
優
位
性
の
確
保

を
軸
に
開
発
す
る
。

⑶　

過
去
の
遺
物
か
ら
勝
機
を
発

掘
す
る
。
人
材
は
大
手
を
退
職

し
た
技
術
者
も
採
用
、
事
業
は

再
生
企
業
か
ら
も
取
得
、
商
材

は
白
物
家
電
に
新
た
な
付
加
価

値
を
つ
け
る
こ
と
を
重
点
、
売

場
で
は
町
の
電
器
屋
と
連
携
し

販
路
を
拡
大
す
る
な
ど
経
営
資

源
の
再
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

⑷　

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
カ
ー
ド
を
持
ち
続
け
、
変
化

対
応
を
し
て
い
く
。
永
遠
の
カ

ギ
は
変
化
対
応
。

●
富
士
フ
ィ
ル
ム
の
事
業
転
換

　
従
来
本
業
の
写
真
フ
ィ
ル
ム
事

業
が
消
失
状
況
と
な
っ
た
が
、
写

真
フ
ィ
ル
ム
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、

化
粧
品
、
医
薬
品
等
分
野
に
転
換

し
成
功
し
た
。

　

古
森
代
表
は
、
有
事
で
の
経
営

者
の
役
割
は
①
読
む
②
構
想
す
る

③
伝
え
る
④
実
行
す
る
、
の
四
点

を
あ
げ
て
い
る
。

（
魂
の
経
営
・
古
森
重
隆
著
）

経
営
戦
略
の
事
例
に
学
ぶ

一
．
ま
ず
は
冷
静
に

　
「
鐘
や
太
鼓
に
踊
ら
さ
れ
な
い

で
、
冷
静
に
世
の
中
を
見
ま
し
ょ

う
」
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
が
い
ら

な
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
渦
中

に
居
て
は
事
象
が
見
え
な
く
な
り
、

冷
静
さ
を
担
保
で
き
ま
せ
ん
。

二
．
新
幹
線
効
果

　

様
々
な
と
こ
ろ
で
効
果
が
あ
る

の
無
い
の
と
い
っ
た
議
論
が
華
々

し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
研
究
・
分
析
を
生
業
と
さ

れ
て
い
る
「
セ
ン
セ
イ
サ
マ
」
の

皆
様
は
十
分
に
効
果
を
堪
能
さ
れ

て
る
様
子
で
す
が
、
す
こ
し
引
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
効
果
は
い
つ
始
ま
る
？

　
「
も
う
始
ま
っ
て
ま
す
」

　

古
い
話
で
す
が
、
九
州
新
幹
線

開
業
時
、
首
都
圏
や
近
畿
圏
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
は
連
日
の
様
に
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
番
組
を
は
じ
め
様
々
な

九
州
関
連
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

九
州
新
幹
線
と
は
そ
れ
ほ
ど
関
係

が
深
く
な
い
別
府
や
長
崎
ま
で
ま

さ
に
波
及
効
果
（
む
し
ろ
便
乗
？
）

で
、
そ
の
宣
伝
効
果
の
大
き
さ
を

広
告
費
に
換
算
し
た
ら
・
・
・

　

そ
こ
で
今
回
も
上
手
に
便
乗
し

て
、
自
社
製
品
の
宣
伝
を
し
て
し

ま
い
ま
し
ょ
う
。

　

残
念
な
が
ら
北
陸
新
幹
線
は
延

伸
開
業
で
停
車
駅
は
北
陸
三
県
中

二
県
の
み
と
い
う
限
定
さ
れ
た
状

況
下
で
す
の
で
、
盛
り
上
が
り
は

九
州
程
で
は
有
り
ま
せ
ん
が
露
出

機
会
は
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
『
祭
り
囃
子
は
始
ま
っ
て
ま
す
』

②
効
果
は
い
つ
ま
で
続
く
？

　

北
陸
新
幹
線
延
伸
開
業
の
翌
年

に
北
海
道
新
幹
線
が
新
函
館
ま
で

部
分
開
業
し
ま
す
。
顕
著
な
開
業

効
果
は
そ
れ
ま
で
の
間
で
し
ょ
う
。

残
念
で
す
が
、
首
都
圏
観
光
市
場

で
の
北
海
道
の
訴
求
力
は
北
陸
よ

り
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
北
海
道
新
幹
線
の
開
業

ま
で
が
勝
負
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

す
な
わ
ち
「
祭
り
囃
子
効
果
」

は
開
業
を
挟
ん
で
二
年
間
で
す
。

③
具
体
的
に
は
ど
ん
な
効
果

　

首
都
圏
か
ら
の
座
席
供
給
量（
直

江
津
経
由
）
は
単
純
計
算
で
、
現

在
の
約
三
・
七
八
倍
の
座
席
供
給
量

に
な
り
ま
す
。
当
然
、
途
中
駅
で

下
車
す
る
乗
客
も
、
富
山
県
内
に

下
車
し
な
い
乗
客
い
る
わ
け
で
、

い
き
な
り
旅
客
数
が
三
倍
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
座
席
数
が
増
え
れ
ば
、

乗
客
を
増
や
す
容
量
・
余
裕
は
あ

る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
が
ん
ば
っ

て
、「
皆
さ
ん
新
幹
線
に
乗
っ
て
き

て
下
さ
い
」
と
言
う
し
か
な
い
。

④
足
り
な
い

　

人
が
「
旅
」
に
出
る
に
は
動
機
、

理
由
付
け
が
必
要
で
す
。
旅
行
時

間
三
時
間
半
が
二
時
間
に
短
縮
さ

れ
る
こ
と
は
、
北
陸
へ
の
旅
を
決

心
さ
せ
る
に
は
充
分
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
都
会
か
ら
帰
っ

て
こ
な
い
息
子
や
娘
を
呼
び
戻
す

に
は
充
分
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

子
供
達
に
は
帰
る
理
由
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
観
光
客
は
新
幹
線

以
上
の
新
鮮
で
感
動
的
な
理
由
が

な
け
れ
ば
動
く
に
値
し
な
い
と
思

う
の
で
す
。
冷
静
に
見
ま
し
ょ
う
。

効
果
は
限
定
的
で
す
。

（
専
門
指
導
員　

鈴
木
英
雄
）

北
陸
新
幹
線
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　
平
成
二
十
七
年
春
に
北
陸
地
方
に

と
っ
て
は
積
年
の
夢
で
あ
っ
た
新
幹

線
（
フ
ル
規
格
）
が
長
野
か
ら
金
沢

ま
で
延
伸
開
業
さ
れ
る
。
今
年
は
年

明
け
早
々
か
ら
鐘
や
太
鼓
で
開
業

ム
ー
ド
は
全
開
で
す
。
そ
こ
で
、
北

陸
新
幹
線
開
業
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で

商
品
販
売
増
に
つ
な
が
る
一
案
を
考

え
る
と
、
ま
ず
、
①
新
幹
線
が
開
通

す
る
効
果
と
は
？
②
新
幹
線
効
果
を

有
効
に
活
用
し
販
売
促
進
に
結
び
付

け
る
に
は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
？

新
幹
線
が
来
る
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富 山 県 中 小 企 業 大 学 校
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（短期コース）

各コースの締切日

リーダー養成１（５月２８日）、リーダー養成２（６月１２日）、人材育成労務管理（７月２２日）
生産性向上１（８月７日）、財務分析（９月９日）、営業力強化（１０月２日）

生産性向上２（平成２７年１月１３日）、経営戦略（平成２７年２月４日）
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ふれあい青空市「やまだの案山子」 6月　土曜・日曜 ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

津沢夜高あんどん祭 ６／６（金）～７（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

菅沼合掌集落ライトアップ ６／７（土） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

庄川観光祭 ６／７（土）～８（日） 庄川観光祭実行委員会 0763-82-1901

なりひら風の市 ６／14（土） なりひら風の市実行委員会 076-455-3181

第 54回薬師岳夏山開き登頂会 ６／14（土）～15（日）大山観光協会 076-481-1900

風の盆ステ－ジ・町なかミニツアー ６／14（土）･28（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

だまし川のほたるとかっぱ村祭り ６／15（日） 道の駅　福光 0763-52-4100

仁歩ほたる祭り ６／21（土） ほたるの館 076-458-9111

　県では、障害者の雇用に積極的に取り組んでいる民間企業を「と
やま障害者フレンドリー企業（富山県障害者雇用推進企業）」とし
て認証し、その取組みを県のホームページ等で広く紹介します。
１ 認証に必要な要件

①障害者雇用率が３％以上であること
（常用労働者数 50 人未満の企業の場合は、障害者を一人以上雇用）

②障害者の職場実習の受入や就労支援機関職員等の職場見学
が可能であること

２ 認証を受けると
①県のホームページで、企業名及び障害者雇用に関する取組

内容を広く紹介します。
②とやま障害者フレンドリー企業であることを証するマークを

自社のホームページやパンフレット、名刺等で活用すること
ができます。

　→知名度向上、イメージアップ
３ 認証の有効期間
　３年間（認証日の属する年度から起算して３年目の３月 31 日まで）
４ 問合せ先
　富山県商工労働部 労働雇用課　教育福祉係（℡：076-444-3257）

とやま障害者フレンドリー企業募集中!

ものづくり技能研修を出前します
事業の内容
◆県から委託を受けたコーディネーターによる研修に対す

る相談
◆相談内容をもとにしたカリキュラムの企画・提案と講師

の選定
◆講師を派遣し、企業において研修を実施
◆講師の派遣に係る費用（謝金、旅費）の負担
　（研修で使用するテキスト・材料等は企業の負担となります。）

対象企業
　県内ものづくり製造企業のうち、従業員が概ね 30 人
以下の企業（機械 ･ 金属、プラスチック、電気 ･ 電子 等
の製造業種）

標準カリキュラム
・研修期間：10 時間程度（５時間／日×２日間）
・研修場所：企業内
・人　　数：５名程度
・研修内容：生産現場の改善、生産性の向上、
　　　　　  ものづくり技能の向上 等

【問い合わせ先】
■クレッセント株式会社（県からの受託事業者）
　ものづくり人材育成コーディネーター
　TEL 076-432-7676 FAX 076-432-7665
■富山県商工労働部 職業能力開発課 人材育成係
　TEL 076-444-3259 FAX 076-444-4406

ものづくり技能研修を出前します

　北陸新幹線の開業は、富山県にとって、50 年、100 年
に一度のビックプロジェクトであり、本県が大きく発展
する絶好のチャンスです。
　新幹線開業を新たなスタートとして捉え、10 年、20
年後の富山県を見据えながら元気な富山県を創るため、
県民の皆さんから幅広くご意見を伺うタウンミーティン
グを下記のとおり開催します。皆さんの参加をお待ちし
ております。（事前申込不要、入場無料）

知事のタウンミーティング
を開催します

知事のタウンミーティング
を開催します

知事のタウンミーティング
を開催します

新川会場（魚津市） 富山会場（富山市）

日　時 平成26年５月10日（土）
午後２時00分～午後４時00分

平成26年６月７日（土）
午後１時30分～午後３時30分

場　所 ホテルグランミラージュ 富山国際会議場

テーマ 人・未来輝きとやま
～富山県のさらなる発展を目指して～

定　員 200名程度

お問い合わせ 知事政策局広報課県民の声係
電話：076-444-8909


